
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
特
長
と
臨
床
効
果

　

四
日
市
社
会
保
険
病
院
の
山
本
先
生
は
顆

粒
球
吸
着
療
法
（
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
療
法
）
専
用
治

療
室
の
紹
介
か
ら
講
演
を
始
め
た
。
同
院
で

は
早
く
か
ら
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
を
導
入
し
て
い
た

が
、
早
期
適
用
を
始
め
た
２
０
０
７
年
以
降

は
特
に
施
行
数
が
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
有
効
性
を
検
証
し
た

同
院
の
デ
ー
タ
を
示
し
た
。
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る

寛
解
導
入
率
は
、
最
近
行
わ
れ
た
臨
床
試
験

で
は
、
中
等
症
例
で
70
％
、
重
症
例
は
11
％

で
、全
症
例
で
は
45
％
で
あ
っ
た
。
副
作
用
は
、

頭
痛
、
発
熱
な
ど
軽
微
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど

を
占
め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
良
い
、
安
全

な
治
療
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

山
本
先
生
は
「
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
特
長
は
高
い
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ト
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
患
者
は
仕
事
や
学

校
を
休
む
こ
と
な
く
、
夜
間
に
連
続
５
日
の
Ｇ

Ｃ
Ａ
Ｐ
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

試
験
で
は
安
全
性
を
最
重
要
視
し
た
。
か
つ

て
他
院
で
行
わ
れ
た
、
別
の
製
品
を
用
い
た
連

続
５
日
法
の
デ
ー
タ
で
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と

血
小
板
の
減
少
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
血
球
減
少
の
リ
ス
ク
を
み
な
が

ら
、
あ
わ
せ
て
有
効
性
を
評
価
し
た
。

　

対
象
患
者
30
名
の
平
均
年
齢
は
39
歳
、
男

女
比
19
：
11
で
、
直
腸
、
お
よ
び
結
腸
に
、
内

視
鏡
的
な
活
動
性
病
変
を
認
め
、
臨
床
的
に
中

等
症
・
重
症
で
、
５‒

Ａ
Ｓ
Ａ
製
剤
を
中
心
と

し
た
薬
剤
治
療
へ
の
不
応
例
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｃ

Ａ
Ｐ
開
始

時
の
臨
床

的
重
要
度

は
中
等
症

が
20
名
、

重
症
が
10

名
で
あ
っ

た
。

安
全
性
の
高
い
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
連
続
５
日
法

　

Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
治
療
は
、
火
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
５
日
間
に
連
続
し
て
行
っ
た
。
有

効
性
の
評
価
は
、
Ｄ＊

Ａ
Ｉ
を
用
い
、
下
血
あ

る
い
は
排
便
回
数
の
ス
コ
ア
が
１
点
以
上
下

が
っ
た
も
の
を
有
効
と
し
、
両
ス
コ
ア
が
ゼ

ロ
と
な
っ
た
場
合
を
寛
解
と
し
た
。

　

連
続
５
日
法
終
了
後
の
有
効
率
は
70
％
、

寛
解
に
至
っ
た
の
は
23
％
（
図
２
）。
重
症

度
別
に
有
効
性
を
見
る
と
、
重
症
で
寛
解
導

入
し
た
例
は
な
く
、
中
等
症
で
35
％
。
年
齢
、

性
別
、
罹
病
期
間
、
治
療
歴
な
ど
と
寛
解
率

の
間
に
有
意
な
関
連
は
な
く
、
重
症
度
の
み

が
関
連
を
示
し
た
。

　

副
作
用
に
つ
い
て
綿
密
な
問
診
を
行
っ
た

結
果
、何
ら
か
の
副
作
用
が
１
回
で
も
起
こ
っ

た
患
者
は
53
％
で
あ
っ
た
。
主
な
副
作
用
は
、

頭
痛
、
発
熱
、
倦
怠
感
で
、
重
篤
な
も
の
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
血
液
デ
ー
タ
で

も
白
血
球
、
血
小
板
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
有

意
な
増
減
を
認
め
ず
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
治
療
経
過

と
と
も
に
有
意
に
減
少
し
て
い
た
（
図
３
）。

　

結
論
と
し
て
、
活
動
期
Ｕ
Ｃ
に
対
す
る
Ｇ
Ｃ
Ａ
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安
全
性
と
良
好
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
２

点
で
あ
る
」
と
強
調
し
、
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
前
に
早
期
適
用

す
る
こ
と
で
ス
テ
ロ
イ
ド
依
存
性
の
回
避
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
期
待
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
臨
床
症
状
の
改
善
と

と
も
に
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
を
抑
制

し
、
局
所
の
炎
症
も
抑
え
て
い
る
こ
と
や
、
Ｇ

Ｃ
Ａ
Ｐ
施
行
前
後
に
内
視
鏡
検
査
を
行
っ
た
結

果
か
ら
粘
膜
治
癒
の
効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と

な
ど
、
幅
広
い
効
果
を
報
告
し
た
（
図
１
）。

Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
連
続
５
日
法
の
施
行
に
あ
た
り

　

Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
集
中
治
療
に
つ
い
て
の
臨
床
試

験
に
お
い
て
、
週
１
回
法
と
週
２
回
法
と
の
間
で

治
療
成
績
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
週
２

回
法
の
ほ
う
が
寛
解
導
入
率
が
高
く
、
早
期
に

寛
解
導
入
が
可
能
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
副
作
用
の
発
現
率
は
、
両
者
の
治
療
群
間

で
有
意
な
差
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回

山
本
先
生
は
、
さ
ら
な
る
集
中
治
療
と
し
て
連

続
５
日
法
の
安
全
性
と
有
効
性
を
検
討
し
た
。

　

実
際
に
連
続
５
日
法
を
行
う
に
あ
た
り
、
午

前
と
午
後
の

通
常
診
療

時
間
に
行
っ

て
い
た
Ｇ
Ｃ

Ａ
Ｐ
治
療
を

主
に
午
後
と

夜
間
（
18

時
か
ら
21

時
）
に
シ
フ

Ｐ
連
続
５
日
法
は
重
篤
な
副
作
用
は
み
ら
れ
ず
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
良
好
に
施
行
可
能
で
あ
っ
た
。

特
に
中
等
症
Ｕ
Ｃ
に
対
し
て
は
、
早
期
に
臨
床

症
状
を
改
善
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
試
験
に
参
加
し
た
患
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
夜
間
に
治
療
を
受
け
ら

れ
、
学
業
や
仕
事
に
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な

か
っ
た
」「
病
状
悪
化
の
懸
念
が
軽
減
さ
れ
、

気
分
的
に
も
安
心
で
き
た
」「
で
き
れ
ば
今

後
も
連
続
週
５
日
法
を
受
け
た
い
」
な
ど
肯

定
的
な
評
価
が
多
か
っ
た
。山
本
先
生
は「
今

後
は
、
連
続
週
５
回
法
を
ど
の
よ
う
に
使
用

し
て
行
く
か
、
そ
し
て
週
２
回
法
、
週
３
回
法

と
比
較
し
て
本
当
に
早
期
寛
解
導
入
が
可
能
か
、

ま
た
内
視
鏡

的
評
価
を

含
め
た
長
期

成
績
の
検
討

な
ど
、
課
題

に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要

が
あ
る
」
と

結
ん
だ
。

演者：山本隆行先生
（四日市社会保険病院IBDセンター）

「
顆
粒
球
吸
着
療
法
の
可
能
性

―
よ
り
良
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
目
指
し
て
―
」
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